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荒
高
掲
示
板 

～
県
立
荒
砥
高
等
学
校
～

　

3
月
17
日
、
平
成
27
年
度
入
学

者
選
抜
の
合
格
者
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
後
2
時
に
生
徒
昇
降
口
前
に

合
格
者
の
番
号
が
掲
示
さ
れ
る
と
、

待
ち
か
ね
て
い
た
受
験
生
は
一
斉

に
掲
示
板
を
覗
き
込
み
、
自
分
の

番
号
を
見
つ
け
て
満
面
の
笑
顔
で

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
。
今
年
は
、
白
鷹

東
中
、
白
鷹
西
中
、
長
井
南
中
、 

長
井
北
中
、
飯
豊
中
、
米
沢
一
中
、

米
沢
二
中
の
6
つ
の
中
学
校
か
ら

71
名
が
合
格
。
定
数
に
は
届
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
近
年
に
な
い
多

く
の
合
格
者
数
で
し
た
。
中
学
生

の
数
が
減
少
す
る
中
、
多
く
の
方

々
に
応
援
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
全

学
年
が
総
合
学
科
と
な
り
ま
す
。 

総
合
学
科
の
特
徴
を
生
か
し
、
各

自
の
『
輝
く
未
来
』
探
し
の
た
め

の
学
び
を
積
み
重
ね
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

入
学
す
る
み
な
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
う
こ
そ
荒

砥
高
校
へ
！

◆
合
格
お
め
で
と
う
！

　
　
　
よ
う
こ
そ
荒
砥
高
校
へ

　

節
分
に　

鬼
を
追
い
出
し　

福
が
く
る　
　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

桜
の
季
節　

想
い
出
す　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一

　

節
約
も　

限
度
が
あ
り
と　

開
き
直
り　
　
　
　

武
蔵
野　

池
田　

武
子

　

季
節
風　

節
穴
通
り　

歌
い
出
す　
　
　

 

　

 

　

山　

口　

石
川
與
次
衛
門

　

季
節
巡
り　

「
春
夏
秋
冬
」　

人
生
路　

 

　
　

 

　

荒
砥
甲 

 

五
十
公
野
か
を
る

　

厳
寒
に　

耐
え
た
季
節
に　

春
の
風　

 
 

　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
己

　

季
節
ご
と　

体
調
管
理　

難
し
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世
田
谷　

糸　
　

マ
サ

　

節
分
の　

豆
の
痛
さ
に　

鬼
は
泣
く　
　
　
　
　

鮎　

貝　

岩
沢　

盛
栄

　

節
分
の　

主
役
追
わ
れ
る　

鬼
と
豆　
　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

　

時
が
成
す　

大
地
の
入
れ
か
え　

節
は
春　
　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

　

節
約
は　

で
き
な
い
も
の
と　

で
き
る
も
の　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち　

 
 

節
分
の　

豆
ま
き
春
よ　

早
く
来
い　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

す
ぐ
そ
こ
に　

春
の
気
配
が　

近
づ
い
た　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

鬼
い
ら
ぬ　

節
分
の
豆　

口
に
ま
き　
　
　
　
　

菖　

蒲　

奥
山　

節
子　

　

空
家
で
も　

季せ

節つ

め
ぐ
り
て
咲
く　

花
さ
み
し　

菖　

蒲　

小
関　

弘

　

ラ
ジ
オ
か
ら　

昔
懐
か
し　

な
に
わ
節　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

　

節
々
の　

痛
み
く
る
の
か　

我
が
身
に
も　
　
　

つ
く
ば
市 

 

斎
藤　

靖
夫

　

浪
花
節　

一
節
太
郎　

な
つ
か
し
い　
　
　
　
　

鮎　

貝　

神
保　

玲
子　

　

春
う
ら
ら　

季
節
の
微
風　

ほ
ほ
撫
で
る　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

　

節
分
で　

孫
と
豆
ま
き　

福
は
内　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

鈴
木　

ト
ミ

　

待
ち
遠
し　

百
花
乱
舞
の　

め
ぐ
る
節　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
美
貴
子

　

季
節
風　

桜
の
便
り　

連
れ
て
吹
く　
　
　
　
　

鮎　

貝　

関
口　

つ
や

　

山
う
さ
ぎ　

節
に
合
わ
せ
て　

衣
替
え　
　
　
　

十　

王　

平　
　

恒
人

　

節
約
で　

チ
ラ
シ
片
手
に　

に
ら
め
っ
こ　
　
　

高　

玉　

髙
橋　

朝
子

　

節
々
が　

痛
む
節
来
て　

老
い
を
知
り　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

大
雪
も　

節
が
来
れ
ば　

消
え
る
の
に　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

敏
子

　

節
分
の　

鬼
の
役
は　

父
ば
か
り　
　
　
　
　
　

箕
和
田　

土
屋　

平
敏

　

人
生
の　

節
目
か
身
体　

弱
音
吐
く　
　
　
　
　

高　

玉　

橋
本
つ
ね
子

　

も
う
春
か　

猛
て
る
猫
の　

節
ま
わ
し　
　
　
　

箕
和
田　

樋
口　

昭
吉

　

エ
コ
上
手　

節
約
で
す
と　

母
諭
し　
　
　

 

　

 

荒
砥
乙　

保
科　

努

　

人
生
は　

節
目
節
目
に　

歴
史
あ
り　
　
　
　
　

町
田
市　

保
髙　

悦
子

　

節
分
に　

鬼
に
な
っ
た
と　

豆
ま
か
れ　
　
　
　

ふ
じ
み
野　

村
上　

桂
造

　

古
希
過
ぎ
て　

関
節
痛
と　

お
付
き
合
い　
　
　

十　

王　

守
谷　

勝
助

　

山
形
を　

代
表
す
る　

新
庄
節　
　
　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

人
生
路　

八や

十そ

爺じ
じ

の
身
の　

節
痛
む　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

節
約
が　

身
に
付
き
足
り
て　

今
を
生
き　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　
次
回
「
色
」
四
月
二
十
五
日
ま
で
。
　
「
葉
」
五
月
二
十
五
日
ま
で
。

　
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地
　
白
鷹
町
役
場
総
務
課
企
画
室
情
報
係
　 

宛

▲東北大会に出場した佐藤孝哉くん

よつば保育園

　

3
月
28
日
か
ら
宮
城
県
仙
台
市

で
開
催
さ
れ
た
「
東
北
春
季
ジ
ュ

ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会
」
に
、
本
校
新

３
年
生
の
佐
藤
孝
哉
く
ん
が
、
ア

ン
ダ
ー
18
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
県

代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

「
初
戦
突
破
を
目
指
し
た
い
」
と

参
戦
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

1
回
戦
で
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
東
北
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

を
体
感
し
、「
基
礎
基
本
の
大
切
さ

を
実
感
し
た
。
パ
ワ
ー
も
も
っ
と

必
要
。」
と
、 

さ
っ
そ
く
新
た
な

闘
志
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
は
孝
哉
く
ん
自
身
と
、

本
校
テ
ニ
ス
部
の
今
後
に
生
か
さ

れ
る
も
と
の
期
待
し
て
い
ま
す
。 

フ
ァ
イ
ト
！

　

町
報
川
柳
　
「
節
」　　

 

◆
東
北
大
会
の
経
験
を
今
後
に
生
か
す
！

こども俳句「ちゅうりっぷ」
　「咲いた　咲いた　ちゅうりっぷの花が　並んだ　並んだ　赤　白

黄色」と歌う春が来ると、子どもたちの笑顔もいっぱいに咲きます。

保育園には、綺麗な綺麗な子どもの笑顔が並んでいます。

　　　　「ちゅうりっぷ　はずかしいのね　まださかない」 
　　　　「ちゅうりっぷ　そよかぜふいて　ゆーらゆら」 
　　　　「ちゅうりっぷ　かぜにふかれて　フラダンス」


